














活用内容（ロカベン）

ⅰ.）サステナ社団

サステナ社団が先導し、ローカルベンチマークの利用を中小企業に促す。そこでの目的は、対象企業の経営の「見える化」。
そうすることにより、自社企業の実態を正確に把握することができ、経営安定、事業承継（M&A）等の評価につながる。

ⅱ.）ネクストプレナー協会

対象企業の「見える化」を行ったことにより経営課題等が浮き彫りになり、それらを把握したうえで、ネクストプレナー（それに準ずる者）がPDCAサイクルに
て企業の状況を改善するために、経営企画室の設立を行い、運用するための仕組みを構築することで経営や事業承継（M&A）後の統合作業がしやすい環境が整う。

【結論】
ⅰ.）、ⅱ.）より、ローカルベンチマークを経営安定や事業承継（M&A）の先駆けとすることにより、事前に対象企業の実態を詳細に把握することができるため、
既存経営の安定化、事業承継（M&A）がスムーズに実行され、実行後の統合作業の実効性を高めることにつながる。
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事例

酔鯨酒造株式会社



ワークショップ風景

非財務情報について話し合いながら仕上げていく過程にお
いて、発言に責任を持ち、各部署として取り組むTODOに
落とし、その後PDCAサイクルを機能させるための研修を実
施します。普段、社長（経営陣）の頭の中の情報と、現場
の情報を根拠をもって話をすることで、ロカベンを作成す
ることを通じての情報共有、発案を促します。





非財務情報

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤ 業務⑥

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

精米 、洗米／浸漬（しんせ

き） 、蒸米／放冷 ...

麹（こうじ）造り ...

酒母造り ...

醪（もろみ）・仕込み ...

上槽（じょうそう） ...

濾過（ろか）／火入れ

店舗利用仕入・収穫 製造 包装・物流 卸 小売

店舗利用販促エンドユーザー向け販促卸への提案

瓶詰

包装

物流

親会社旭食品からの仕入

子会社農家からの仕入れ

ブランディング

食中酒

ブランディング

食中酒

特約卸の存在

店舗提案、小売り

デザイン性の高いラベル・包装

紙

大規模卸の親会社と併せたボ

リュームディスカウント

酒造り20年以上の職人

最新鋭の品質管理システム

大規模卸としての仕入力

日本酒向けの自社製造

ローカルベンチマークをいきなり埋めるのではなく、手前で話し合って埋めることで情報共有と
意思疎通を実施することができます。月次でPDCAを回し、その結果をローカルベンチマークに
反映、また行動計画を立てて実施→ローカルベンチマークに反映という流れを取ることで、ロー
カルベンチマークを中心とした事業経営が実現します。
差別化のポイントを業務フローに、自社から流通として出した後も入れることで、具体的な販売
活動を図ることができる。





参考資料



氏名：

ビジョン、ミッション、事業の強み弱み

ミッション・
パーパス

何のために存在するのですか。

顧客価値

誰にどのような価値を提供していますか。

コンピタンス
（強み）

どのような個性や魅力をもっていますか。

課題点
（弱み）

どこを改善すればミッションを達成し、顧客価値を強化することができますか。





氏名：

ビジョン、ミッション、事業の強み弱み

生産性
向上

IT投資、設備投資、その他投資を通じてどのように生産性を向上させますか。

品質管理
情報管理

品質・情報管理体制をどのように強化、改善しますか。

研究開発
商品開発

研究・商品開発をどのように強化、改善しますか。

人材育成
調達

人材育成及び調達においてどのように強化、改善しますか。







未来を創造するために、経験から学ぶ

自律型学習者は、現状とありたい姿のギャップを埋めるために、自ら
学び成 長する。自己の行動を決めているのは自己の内面であり、自己
の内面をメタ 認知することで次の行動の質を変えることができる。
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①行動計画を振り返る

行
動
計
画

得たい結果 得たい結果は何ですか。

行動計画 そのために、どのような行動計画を立てましたか。

行
動
計
画
の
仮
説

意見 予定、計画の前提にある仮説(判断基準)は何ですか。

経験
その意見（仮説）の前提となる過去の経験（知っていることも含む）は

何ですか。

感情 その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

価値観 そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。

ポイント： 行動前に、得たい結果を出すための行動計画と仮説を明らかにする



事例 ①行動計画を振り返る

行
動
計
画

得たい結果

得たい結果は何ですか。

新人がスムーズに業務を遂行できるようサポートし、PJ全体の業務効率化と新人の
成長を両立させる。

行動計画

そのために、どのような行動計画を立てましたか。

新人ができるだけ業務がやりやすくなるよう、具体的な進め方まで調整をしてか
ら業務を依頼する。

行
動
計
画
の
仮
説

意見

予定、計画の前提にある仮説(判断基準)は何ですか。

新人は、自分にとって初めてのことや、進め方がわからないことがあると業務着手
までのリードタイムが大きくなる。

経験

その意見（仮説）の前提となる過去の経験（知っていることも含む）は何ですか。

過去、新人に目的だけ伝えて業務を依頼したが、1週間経っても全く進んでおら
ず、プロジェクト全体が遅延しそうになった。

感情

その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

いらいら 困惑

価値観

そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。

業務の遂行 全体最適 具体的に指示をすることでパフォーマン
スが上がる。

ポイント： 行動前に、得たい結果を出すための行動計画と仮説を明らかにする



②経験を振り返る

経験を出来事・結果、他者・環境、自己の行動・内面など多角的な視点で振り返る。

経験の
振り返
り

立てた行動計画に対して、実際はどのような経験でしたか。

うまくいったことは何ですか。

うまくいかなかったことは何ですか。

想定していた結果は何ですか。 実際の結果は何ですか。
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事例 ②経験を振り返る

ポイント： 経験を出来事・結果、他者・環境、自己の行動・内面など多角的な視点で振り返る。

経験の
振り返
り

立てた行動計画に対して、実際はどのような経験でしたか。

具体的な進め方まで指示をしていたので、最初はスムーズに進行していた。しかし、想定外
のこ とが起こり、軌道修正が必要になった際、新人が自分自身で対応策を考えることがで
きず、結果的にスケジュール遅延の事態となってしまった。

うまくいったことは何ですか。

新人が業務に着手するまでのリードタイムが減った。
新人のスキルを見極めて、業務の段取りまでしていたので最初はスムーズに進行した。

うまくいかなかったことは何ですか。

進め方や段取りなどを決め、部下に指示をしたので、新人は自分で判断するために必要な情
報
を持っていなかった。
軌道修正が必要なタイミングで、タイムリーに介入することができなかった。

想定していた結果は何ですか。

PJ全体が順調に進む。
新人ができることが増え、成長する。

実際の結果は何ですか。

最初はスムーズに進行していたが、軌道修正が必
要な場面で業務が滞ってしまっており、結果的に
PJのスケジュールが遅延した。



③経験からの学びについて考える

意見
②の経験から明らかになった学びは何ですか。

（うまくいった場合）なぜうまくいったのだと思いますか。
（うまくいかなかった場合）経験前に戻れるとしたら、何を変えますか。

経験 その学びはどのような経験に結びついていますか。
（今回の経験もしくは以前の経験いずれでも良い）

感情 その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

価値観 そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。

経験前と経験後の差分（学び）を拾い、持論がアップデートしているかを確認する。



事例 ③経験からの学びについて考える

意見

②の経験から明らかになった学びは何ですか。
（うまくいった場合）なぜうまくいったのだと思いますか。
（うまくいかなかった場合）経験前に戻れるとしたら、何を変えますか。

進め方や段取りの指示を行う時でも、部下が主体的に考えるために必要な情報を渡すこ
とが大事である。
部下のレベルに合わせて業務を依頼することは必要だが、目的を伝えたうえで、仕事を依
頼することは重要である。判断軸を渡しておかないと、臨機応変に動くことはできない。

経験

その学びはどのような経験に結びついていますか。
（今回の経験もしくは以前の経験いずれでも良い）

過去に担当したPJで、全員が目的をしっかり理解・納得して動いていたPJでは、全員が
主体 性を発揮し、PJ成功のためにみんなができることを実施していた。そのPJはとてもう
まくいったし、みんなのモチベーションも高かった。

感情

その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

うれしい わくわく（興奮） 楽しい

価値観

そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。

目的思考主体性より上位から考えさせることでパフォーマンスが上がる

経験前と経験後の差分（学び）を拾い、持論がアップデートしているかを確認する。



④法則の定義と行動計画を明らかにする

法則の
定義

③のリフレクションから明らかになった学びを抽象概念化してみましょ
う

行動計画 学んだことをどのように次の行動に活かしますか。

疑問点
その経験を通して、わからないこと、疑問に思ったことは何ですか。

学んだことを抽象概念（法則）化し具体的なアクションプランに落とす。



事例 ④法則の定義と行動計画を明らかにする

法則の
定義

③のリフレクションから明らかになった学びを抽象概念化してみましょう。

経験の浅い新人に、進め方や段取りの指示を行い、仕事を依頼すると、仕事が早く進
む。 進め方や段取りの指示を出し仕事を依頼する時でも、その背景や目的を理解させ
ることは必須である。

行動計画

学んだことをどのように次の行動に活かしますか。

新人に指示を出すときは、進め方や段取りをこちらが決める場合でも、目的からしっか
り腹落ちさせる。

疑問点

その経験を通して、わからないこと、疑問に思ったことは何ですか。

メンバーのレベル感にもよると思うが、どれくらいの頻度で進捗の確認をすれば良いのか。

ポイント：学んだことを抽象概念（法則）化し具体的なアクションプランに落とす。







氏名：①行動計画を振り返る

行
動
計
画

得たい結果

得たい結果は何ですか。

行動計画

そのために、どのような行動計画を立てましたか。

行
動
計
画
の
仮
説

意見

予定、計画の前提にある仮説(判断基準)は何ですか。

経験

その意見（仮説）の前提となる過去の経験（知っていることも含む）は何ですか。

感情

その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

価値観

そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。



氏名：
②経験を振り返る

経験の
振り返り

立てた行動計画に対して、実際はどのような経験でしたか。

うまくいったことは何ですか。

うまくいかなかったことは何ですか。

想定していた結果は何ですか。 実際の結果は何ですか。



氏名：③経験からの学びについて考える

意見

②の経験から明らかになった学びは何ですか。
（うまくいった場合）なぜうまくいったのだと思いますか。
（うまくいかなかった場合）経験前に戻れるとしたら、何を変えますか。

経験

その学びはどのような経験に結びついていますか。（今回の経験もしくは以前の経験いずれでも良い）

感情

その経験には、どのような感情が紐付いていますか。

価値観

そこから見えてくるあなたが大切にしている価値観は何ですか。



氏名：④法則の定義と行動計画を明らかにする

法則の
定義

③のリフレクションから明らかになった学びを抽象概念化してみましょう。

行動計画

学んだことをどのように次の行動に活かしますか。

疑問点

その経験を通して、わからないこと、疑問に思ったことは何ですか。


